
◆
狭
山
市
駅
西
口
駐
車
場
条
例（
継
続

審
査
）

狭
山
市
駅
西
口
駐
車
場
の
設
置
お

よ
び
管
理
に
関
す
る
も
の

　

住
宅
棟
の
専
用
駐
車
場
で
は
な

い
と
理
解
し
て
よ
い
の
か
。

　

公
共
の
駐
車
場
で
あ
り
、住
宅

棟
専
用
の
駐
車
場
で
は
な
い
。

　

定
期
利
用
の
期
間
は
。募
集
と

更
新
手
続
き
は
。

　

最
長
６
カ
月
で
運
用
し
、定
期

利
用
が
募
集
台
数
を
超
え
る
場
合
は
、

全
て
抽
選
で
決
定
す
る
。ま
た
、更
新

時
に
も
更
新
者
を
優
先
し
な
い
。

　

駐
車
場
は
、一
時
利
用
と
定
期

利
用
で
そ
れ
ぞ
れ
何
台
か
。

　

再
開
発
エ
リ
ア
内
で
の
商
業
施

設
、公
益
施
設
の
必
要
駐
車
台
数
を

算
定
し
た
結
果
、一
時
利
用
90
台
、定

期
利
用
67
台
を
予
定
し
て
い
る
。

　

障
害
者
割
引
の
確
認
方
法
は
。

　

障
害
者
手
帳
で
確
認
す
る
。回

数
券
は
、押
印
な
ど
で
対
応
す
る
。

反
対
討
論　

大
沢
え
み
子　

議
員

◆
自
転
車
駐
車
場
条
例（
継
続
審
査
）

狭
山
市
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
の

設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す
る
も
の

　

一
時
利
用
の
使
用
料
で
無
料
の

時
間
を
１
時
間
に
設
定
し
た
理
由
は
。

　

駅
周
辺
の
買
い
物
客
の
滞
留
時

間
が
、平
均
47
分
と
い
う
デ
ー
タ
や
近

隣
市
で
も
１
時
間
無
料
と
設
定
し
て

い
る
施
設
も
あ
り
、１
時
間
と
し
た
。

　

障
害
者
割
引
は
ほ
ぼ
半
額
だ
が
、

自
動
車
の
場
合
と
同
様
に
、自
転
車
も

ほ
ぼ
半
額
に
し
た
理
由
は
。

　

障
害
者
基
本
法
で
障
害
者
へ
の

支
援
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、自
転
車
駐

車
場
に
も
障
害
者
枠
を
取
り
入
れ
た
。

　

旧
入
間
川
小
学
校
跡
地
に
あ
る

無
料
の
自
転
車
駐
車
場
は
ど
う
な
る

の
か
。市
営
の
無
料
自
転
車
駐
車
場
を

残
す
こ
と
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

現
在
、旧
入
間
川
小
学
校
跡
地
に

３
カ
所
の
無
料
の
自
転
車
駐
車
場
が

あ
る
が
、こ
の
自
転
車
駐
車
場
の
開
始

に
あ
わ
せ
て
閉
鎖
す
る
予
定
で
あ
る
。

反
対
討
論　

大
沢
え
み
子　

議
員

中
川　

浩　
　

議
員

◆
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

富
士
見
公
民
館
、水
野
公
民
館
お

よ
び
広
瀬
公
民
館
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
す
る
も
の

　

公
民
館
活
動
は
社
会
教
育
活
動

の
原
点
だ
と
思
う
が
、そ
れ
を
一
定
の

営
利
を
伴
う
指
定
管
理
者
に
委
ね
る

こ
と
が
妥
当
な
の
か
。

　

導
入
の
目
的
は
、公
民
館
活
動

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
、３
館
の

管
理
運
営
を
委
ね
る
も
の
。公
民
館

の
生
涯
学
習
を
推
進
す
る
意
味
で
は
、

こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
な
い
と
理
解
し

て
い
る
。今
後
、教
育
委
員
会
が
地

域
の
ニ
ー
ズ
も
し
っ
か
り
把
握
し
、

責
任
あ
る
立
場
で
指
導
・
助
言
し
て

い
く
。

　

３
館
の
中
に
は
市
民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
個
人
情
報
を
扱
っ

て
い
る
が
、公
民
館
以
外
の
業
務
は
ど

う
す
る
の
か
。ま
た
、公
民
館
の
職
員

数
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

指
定
管
理
者
が
行
う
公
民
館
業

務
と
職
員
が
扱
う
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
の
業
務
が
あ
る
こ
と
か
ら
、守
秘
義

務
の
徹
底
と
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
仕
切

る
こ
と
な
ど
で
保
護
を
図
っ
て
い
く
。

職
員
は
、月
曜
日
か
ら
土
曜
日
は
常
時

２
名
以
上
配
置
し
、業
務
に
支
障
の
な

い
人
数
と
す
る
。

　

他
市
で
公
民
館
を
指
定
管
理
者

と
し
て
い
る
例
は
あ
る
か
。

　

政
令
指
定
都
市
で
は
広
島
市
、首

都
圏
で
は
我
孫
子
市
、流
山
市
、県
内

で
は
志
木
市
、東
京
23
区
は
公
民
館
と

い
う
名
称
で
は
な
い
が
、同
様
の
活
動

内
容
で
、７
区
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。

反
対
討
論　

広
森
す
み
子　

議
員

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

法
令
改
正
に
よ
る
出
産
一
時
金
の

特
例
措
置
に
係
る
条
例
の
整
備
を

す
る
も
の

　

出
産
一
時
金
の
支
給
時
期
は
い

つ
か
。流
産
な
ど
の
場
合
で
も
対
象
と

な
る
の
か
。

　

妊
娠
12
週
以
降
で
あ
れ
ば
一
時

金
支
給
の
対
象
と
な
り
、39
万
円
が
支

給
さ
れ
る
。

◆
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

財
団
法
人
か
ら
の
助
成
金
は
、

年
間
を
通
し
て
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
金
以
外
に
あ
る

の
か
。他
の
団
体
か
ら
の
助
成
金
を
い

た
だ
く
努
力
を
し
て
い
る
の
か
。

　

宝
く
じ
の
受
託
収
入
を
い
た
だ

い
て
い
る
が
、一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
金
と
し
て
自
治
会
へ
の
テ
ー
ブ
ル
、

テ
ン
ト
な
ど
を
購
入
し
て
い
る
。20

年
度
は
、宝
く
じ
を
原
資
に
し
た
埼
玉

県
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
の
助
成
金

を
元
気
大
学
の
開
設
プ
ラ
ン
策
定
費

に
活
用
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
事
業
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、担
当
課
で
活
用
で
き

る
助
成
金
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　

女
性
が
ん
検
診
に
つ
い
て
。

　

が
ん
検
診
は
、子
宮
が
ん
は
20
歳

か
ら
40
歳
ま
で
、乳
が
ん
は
40
歳
か
ら

60
歳
ま
で
、５
歳
間
隔
の
対
象
者
に
が

ん
検
診
手
帳
と
が
ん
検
診
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
送
っ
て
い
る
。市
内
の
ほ

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正
」
な
ど
25

議
案
と
議
員
提
出
議
案
１
議
案
を
審
議
し
た
結
果
、可
決
（
承
認
、

同
意
、
認
定
を
含
む
）
し
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
か
ら
継
続
審
査

と
な
っ
て
い
た
議
案
２
件
（
狭
山
市
駅
西
口
駐
車
場
条
例
、
自
転

車
駐
車
場
条
例
）
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
」
は
、
決
算
特
別
委
員
会

を
設
置
し
、
引
き
続
き
審
査
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

９

月

定

例

会

主
な
議
案
審
議（
本
会
議
）

公
民
館
が
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

（ 2 ）



か
、市
外
の
医
療
機
関
で
も
受
診
が

可
能
。

　

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て
、妊

婦
の
14
回
分
の
健
康
診
査
の
受
診
券

は
ど
の
よ
う
に
発
行
さ
れ
る
の
か
。

　

妊
婦
健
康
診
査
は
受
診
回
数
を

５
回
か
ら
14
回
に
拡
充
し
た
。県
と

委
託
契
約
を
結
ん
で
い
る
医
療
機
関

な
ら
ど
こ
で
も
受
診
で
き
る
。内
容
は

診
察
、体
重
、血
圧
測
定
、尿
検
査
、そ

の
他
妊
娠
月
数
に
応
じ
て
必
要
な
検

査
項
目
が
あ
る
。受
診
券
は
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
と
同
時
に
行
っ
て
い
る
。

　

次
世
代
自
動
車
購
入
費
補
助
事

業
に
５
０
０
万
円
あ
る
が
、市
内
の
事

業
者
に
ど
の
位
の
経
済
効
果
が
見
込

ま
れ
る
か
。こ
れ
以
上
、増
額
は
で
き

な
い
の
か
。

　

市
内
に
は
70
店
舗
ほ
ど
事
業
者

が
あ
る
。10
月
か
ら
の
６
か
月
に
５
０

０
万
円
の
予
算
で
、１
０
０
台
を
予
定

し
て
い
る
。購
入
価
格
が
１
台
２
０
０

万
円
と
す
れ
ば
２
億
円
の
経
済
効
果

が
見
込
ま
れ
る
。今
後
、３
年
間
継
続

し
た
補
助
制
度
と
し
て
全
体
で
２
千

５
０
０
万
円
の
補
助
額
で
運
用
し
て

い
き
た
い
。

　

埼
玉
野
菜
生
産
力
強
化
支
援
事

業
補
助
金
の
内
容
は
。

　

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、里
芋
、ね
ぎ
な

ど
県
の
主
力
野
菜
を
対
象
に
生
産
、出

荷
な
ど
に
係
る
機
械
を
導
入
す
る
事

業
で
、か
つ
３
戸
以
上
で
組
織
す
る

団
体
に
事
業
費
の
３
分
の
１
を
補
助

す
る
。機
械
を
導
入
す
る
こ
と
で
作
業

の
省
力
化
、労
働
時
間
の
短
縮
化
に
よ

り
、規
模
の
拡
大
を
通
じ
て
生
産
力
の

強
化
と
安
定
供
給
を
図
る
事
業
。

　

五
市
消
防
広
域
化
検
討
組
織
運

営
負
担
金
は
ど
の
よ
う
な
組
織
構
成

で
、何
を
協
議
す
る
の
か
。

　

消
防
の
５
市（
狭
山
市
、所
沢
市
、

入
間
市
、飯
能
市
、日
高
市
）に
よ
る
広

域
化
の
検
討
を
す
る
た
め
の
準
備
室

設
置
に
要
す
る
経
費
で
、埼
玉
県
消
防

広
域
化
推
進
計
画
に
基
づ
く
広
域
対

象
市
町
村
で
あ
る
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
の

消
防
広
域
化
の
検
討
を
行
う
。所
沢
市

消
防
本
部
内
に
10
月
１
日
に
設
置
し
、

職
員
一
名
を
派
遣
す
る
。

◆
第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
焼
却
処
理
施

設
蒸
気
復
水
器
更
新
工
事
請
負
契
約

の
締
結

　

随
意
契
約
と
し
た
根
拠
と
そ
れ

に
至
る
理
由
は
。随
意
契
約
金
額
の
妥

当
性
を
ど
の
よ
う
に
担
保
し
た
の
か
。

　

第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
の
施
設
は

特
殊
な
特
許
な
ど
に
よ
る
技
術
力
が

集
約
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
で
、更
新
工
事

に
は
施
設
の
安
定
的
な
稼
動
、安
全
性

の
確
保
、性
能
保
証
の
担
保
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。施
工
に
は
特
殊
技
術

を
要
す
る
設
置
業
者
が
任
を
担
う
こ

と
で
施
設
の
安
定
的
な
稼
動
が
保
証

さ
れ
る
も
の
で
あ
る
な
ど
、契
約
内
容

の
特
殊
性
に
よ
り
随
意
契
約
と
し
た
。

　

施
設
の
稼
動
を
止
め
る
際
の
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
。

　

工
事
に
当
た
っ
て
は
、毎
年
９
月

に
３
週
間
程
度
の
定
期
点
検
を
実
施

し
て
お
り
、今
回
の
工
事
も
並
行
し
て

行
う
こ
と
で
市
民
へ
の
影
響
は
な
い

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
の
延
命
化
計
画
で
は
、何

年
間
で
何
億
円
か
か
る
の
か
。

　

13
年
間
で
約
18
億
５
千
万
円
の

工
事
費
が
か
か
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

反
対
討
論　

田
中　

寿
夫　

議
員

◆
平
成
20
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

歳　

入

　

市
税
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
の
収
納
の
利
用
件
数
と
収

納
額
、収
納
の
種
類
は
。

　

利
用
件
数
は
６
万
３
千
２
２
９

件
で
10
億
４
千
４
０
０
万
円
の
納
付

が
あ
っ
た
。取
扱
い
の
税
目
は
市
県
民

税
、軽
自
動
車
税
、固
定
資
産
税
、国
民

健
康
保
険
税
、介
護
保
険
料
な
ど
。

　

利
用
者
の
メ
リ
ッ
ト
と
効
果
は
。

　

メ
リ
ッ
ト
は
、金
融
機
関
の
取
扱

い
時
間
外
に
約
半
数
の
利
用
者
が
あ

り
、納
税
機
会
の
拡
充
と
利
便
性
の
向

上
が
図
ら
れ
た
こ
と
。コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
で
、効
果
が
あ
っ
た
と

考
え
て
い
る
。

　

都
市
計
画
税
の
近
隣
の
税
率
の

状
況
は
。今
後
の
税
率
改
定
の
予
定
は

あ
る
の
か
。

　

21
年
４
月
１
日
現
在
、都
市
計
画

税
の
税
率
は
左
表
の
と
お
り
。税
率
は

現
行
の
０
・
２
％
を
維
持
し
た
い
。

　

県
補
助
金
に
関
し
て
福
祉
３
医

療
の
補
助
金
、県
の
補
助
率
の
削
減
と

い
う
こ
と
で
、不
交
付
団
体
の
市
町
村

に
は
補
助
率
を
下
げ
る
削
減
が
行
わ

れ
て
い
る
が
、実
際
の
削
減
額
は
。

　

県
補
助
金
の
削
減
に
よ
る
狭
山

市
に
お
け
る
影
響
額
は
、財
政
力
指
数

が
１
を
超
え
る
市
町
村
に
対
し
、20
年

度
に
は
補
助
率
が
２
分
の
１
か
ら
12

分
の
５
に
削
減
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、20

年
度
の
決
算
額
を
基
に
試
算
す
る
と
、

こ
ど
も
医
療
費
が
７
３
４
万
８
千
１

３
２
円
、ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
が

２
２
４
万
３
千
７
３
１
円
、心
身
障
害

者
医
療
費
が
２
千
９
８
２
万
８
千
８

１
０
円
で
、計
３
千
９
４
２
万
６
７
３

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。

歳　

出

総　

務

　

市
民
会
館
休
館
中
の
工
事
と
施

設
改
修
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

機
械
設
備
改
修
工
事
は
、冷
暖

房
に
係
る
冷
温
水
発
生
器
の
交
換
工

事
と
電
気
工
事
を
実
施
し
た
。市
民
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
修
繕
は
、和
室
の

畳
、ふ
す
ま
、ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
、会

議
室
の
壁
の
ク
ロ
ス
の
張
り
替
え
や

机
の
研
磨
と
塗
り
替
え
、バ
ル
コ
ニ
ー

の
ベ
ン
チ
や
ホ
ー
ル
の
椅
子
の
修
繕
、

そ
の
他
施
設
の
経
年
劣
化
に
伴
う
建

物
、設
備
、舞
台
装
置
な
ど
の
修
繕
を

行
っ
た
。

　

庁
舎
の
光
熱
水
費
が
毎
年
上
が

っ
て
い
る
。19
年
度
に
比
べ
て
２
５
０

万
円
増
と
な
っ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う

近隣市の都市計画税の税率

税率 市　　名

0.2％  狭山市、川越市、
 坂戸市、鶴ヶ島市

0.25％  東松山市、富士見市、
 入間市、ふじみ野市

0.3％  所沢市、飯能市、
 日高市

母子健康手帳と一緒に受診券を発行

（ 3 ）


